
























(L'air du bal 騁ait lourd; les lampes p稷issaient. (…) au bruit des 馗lats 
de verre , madame Bovary tourna la t黎e et aper輹t dans le jardin, contre les 
carreaux, des faces de paysans qui regardaient. Alors le souvenir des Bertaux 
lui arriva. Elle revit la ferme , la mare bourbeuse , son p鑽e (…), et elle se 
revit elle-même , comme autrefois , 馗r駑ant avec son doigt les terrines de lait 
dans la laiterie. (..) Elle 騁ait l? puis autour du bal , il n'y avait plus que 




この短い夢の後自宅で彼女が見る光は，未知の街 Paris が赤々と燃え (flamboya it) ，キ
ラメク (miroitait) 様であり，彼女の夢を照らす子爵を取りまく光輪 (auréole) など (5)
夢想世界の光である。一方彼女の現実は，その未来が (un corridor tout noir) であり，
外からは磨ガラスごしのような光しかさし込まないなど聞と弱い光に覆われているのであ
る fi こうした絶望的な場から幸福への新たな期待を抱いて彼女が夫と共に移動するのは，

















背後から (grandes 1ignes du soleil) が降りている一方， Emma の現実は ((comme)
aucun soleil ne parut, il fut de tous c?駸 nuit complるte} と太陽の不在のイマージ
ユで表現される少従って後に彼女が共進会の時 Rodolphe の気持ちを受け入れたのはひと
つには，彼の中に太陽を見たからなのだ。 (Elle distinguait dans ses yeux des petits 
rayons d'or s'irradiant tout autour de ses pupilles}U4lと読者にそのイマージュを想
像させる形になっているが，草稿ではもともと (11 sortait de .ses pupilles de petits 





しかしここでも (Les 騁oiles brillaient (…), Des massifs d'ombre , 鈞 et là , se 
bombaient dans l'obscurité , et (…), ils se dressaient et se penchaient comme 
d'immenses vagues noires qui se fussent avane6es pour les recouvrir〉 (18 という
ように，光の描写の一方で不安定要因としての影が描かれている。事実， Emma は自身を
不幸だと感じるようになる。この時彼女は (Un rayon d'avril chatoyait 5ur le5 porceｭ





足手術の失敗は彼女を失望させた。この時もはや暖炉に火はなくなり(la chemin馥 sans 
feu) ，(l目これを契機に Emma は家庭の外に幸福を求めることになる。彼女の夢想する Rodolphe
との逃避行生活には星や陽光が現れ，駈落ちの前々日の密会の場では川面に映る月光が美
しい変貌を遂げる 19) が 月光と共にここで、も影が一面葉叢に広がっており，翌日彼の乗っ
た馬車の燈りが夕暮れの暗がりをよぎって去って行ってしまう。
家庭の中にも，又，希望の光が閣に消えたことで現世的な愛の世界にも光の不在をみた
Emma は， 2 本の燭台の光が象徴しているかのようにみえる輝かしい至福を求め宗教の世
界に一時身を置く。しかし宗教的幻覚の感激も薄れてきた頃， Léon のいる華やかなシャ




の後 Yonville へ向けて馬車で帰る場面があり， (A chaque tournant, on apercevait de 
plus en plus tous les 馗lairages de la ville qui faisaient une large vapeur 
lumineuse au ・ dessus des maisons (...), et elle 馮arait ses yeux dans cet 饕. 








Léon に金策を断られた Emma は奔走し，最後に Rodolphe の思い出が {un grand 
馗lair dans une nuit sombre} 仰のように心を掠めるが，現実世界で光を失っていた彼
女にとってこれは突然の光明というべきものだ。しかしかつてのような美しい陽光による





自殺を計った Emma の寝室では専ら蝋燭の光のみが捕かれる口 {un cierge bénit, sym. 
bole des gloires c駘estes dont elle allait tout ?l'heure 黎re environn白〉聞の光
に守られて死を迎えようとした Emma だ，フたが.今際のきわであの宵人の ~:fx を聞くのだ。
〈ーL'Aveugle! s'馗ria.t.elle. Et Emma se mit ? rirc 、 d 曙 un rire atroce. frénétique 司
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désespéré , croyant voir la face hideuse du misérable , qui se dressait dans les 
括的bres éternelles}聞とあるが， Emma の挫折の深刻さは，光を求め苦闘した結果が，
閣の世界に住む {Aveugle} と，彼女を呑み込む (t台市bres éternelles) に行き着き，
最後の希望であったかn cierge bénit} の光がこれによって完全に否定されたことにあ
る。このように，光と闇そしてその様態はEmma の生涯の instabilité と密接な関わりをも
っているのがわかる。
、Charles の場合は Emma ほど曲折はないが，光を求めて移動しながら， Emma 同様聞や
光の弱化を伴いつつ破滅していき，最後はEmma と異って光の中で死に至るという過程を
辿る。
医学生となった Char les にとって，これから学ばねばならない科目の名は皆{portes de 
sanctuaires pleins d'augustes t伯尚res} であり，大学での彼は {cheval de manをge ，
qui tourne en place les yeux bandés} のようという具合に閣のイマージュで表現され
ているが?百事実凡庸な彼にとって学校という所は幸福の場ではない。彼が瞳れるのは，窓
から見える (le soleil rouge se couchant} (28) の彼方の世界である。彼にとってこの太陽
は希望と幸福の象徴なのである。
しかし実際には母親のせいで不幸な結婚をする訳だが この頃彼が夜明け前に自宅を
出て Bertauxへ出かけていく話がある。 Bertaux へ近づくにつれて明るくなり，遂に， {La
pelle , les pincettes et le bec du soufflet, tous de proportion colossale , brillaient 
comme de l'acier poli , tandis que le long des murs sもtendait une abondante 
batterie de cuisine , Oﾙ miroitait in馮alement la flamme claire du foyer , jointe 
aux premi鑽es lueurs du soleil al・ rivant par les car・ reaux}ω) とあるような光の交
響楽の場と化した台所に辿り着くのである。幸福の場への移動となっているこの聞から光
への移動は，既に Emma の時にも見たパターンである。
最初の妻の死後， Bertaux 通いは再開される。彼はかspoir sans but} とれonheur
vague) を心に抱いて，陽光がさし込み，事物が陽光による美的変貌を遂げているような
希望と幸福の場 (Emma のいる台所)ヘ行くのである伊又，自宅で窓を聞き Bertaux の方
へ顔を向けると満天の星が見えるが，一方彼の室内の光は相変わらず描かれていない。幸
福は彼の家の外部に存在しているのである勺
ところで，彼の幸福がBertaux と結びつくのは Emma の存在に起因するものであるが，
その謎めいた美しさは主に光の効果による演出に負っている?従って，その美が光と密接
な関りをもっ Emma が結婚によって Charles の家ヘ移動することで 彼の幸福も移動する
のである。よって，結婚当初は {lumière du soleil} が妻の頬の産毛にさす様や，光の
量の多寡による神秘的で美しい目の色の変貌が描かれる?が，情熱が冷めると Charles の
幸福の源は妻に集中されるのではなく，彼女を含めた家庭全体となるため， Tostes では毎
晩帰宅すると {un feu flambant} を見出すというのが彼の家庭の幸福を象徴する一例と
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事実 Charles と娘が墓参に出かけ，「すっかり日が暮れた時 lこ」66)我が家へ帰ってくるとい
う習慣的事実の記述は，もはやこの家には女中も訪問客もいないという事実を考慮に入れ
れば，光の欠如が示されている訳である。従って. Charles の幸福な死が家の中ではなく




めて聞に行き着いた Emma と，最後は聞から光へ移動して幸福な死を遂げた Char les のそ
れとはコントラストを成しているといえる。









まず， Rodolphe の場合を見てみよう。最初 Emma に魅了され，その存在を自己の存在
と関わらせる事を考えていた彼にとって，ある時は彼女の顔は魔法の鏡に映ったように輝
いていた (br i1l ait) し，ある時は彼女の顔のまわりを露の雫が{une aur駮le de topazes} 
のように取り巻いていたし，又ある時は，涙を溜めたその日が{f1ammes sous l'onde} 
のように輝いていた (étincela ient) のであるがヤしかし最後の夜の別れの場面では， (i1 
(RodolpheJ la (EmmaJ vit avec son v黎ement blanc peu ?peu s'騅anouir dans 
l'ombre comme un fantδme) 酬とある。もはや輝きを失った彼女は亡霊と化して聞に消
えるという， Rodolphe にとっての Emma の存在の稀薄化が暗示されているのである。事
実， (Emma lui semblait 黎re recul馥 dans un pass? lointain , (...) les traits 
d'Emma peu a peu se confondirent en sa memoire〉 (41) と書かれている。
ところで， Emma が修道院時代瞳れ敬意を払っていた歴史上有名な女たち (Jeanne






り乱した Emma (j:，屋根裏部屋で{la lumi鑽e 饕louissante jai])it d'un bond (…)} (43) 
という外光の強烈な侵入に遭い，更に (Le rayon lumineux qui montait d 司 en bas di ・
recteIIlent tirait vers l-abfmele poids de son corps〉 144) という同じく外光の強烈!な
攻撃を受けるのである。
第Î :1再1) で最後に l三mma が訪れた時，彼は一瞬心を動かされるが. この日制度は黄昏時の光
の中で彼女の県安に (un dern ier rayon du so le i 1)1451 がキラメクのを見る。これは正に
やがて消えていく光であるの事実彼は Emma の訪ItlJ の理由を知るや情も失せ，彼女は再び
彼にその存花意義を丙定され.〈Klobules C01lieur fie fe11 〉 146) という幻覚の光におそわれ
るのである。
次に Léon のjiJf? をはてみよう"初めて，I L'. ft- η た Hぷ i皮の見つめる Emma は， (Le feu 
1 ‘ [EmmaJωlairait en entier ‘ pénétrant d ‘ une lumi鑽e crue la trame de sa robe , 
les pores 馮aux de sa peau blanche et m麥e les paupi鑽es de ses yeux (..,), 
Une grandE、 couleur rouge passait sur elIe (J三I11maJ ) 1(7)とあるように， 料王壁土品の 11.妥
炉の光に 1 1(1 らされ，光と DA_ .体になった存荘とし τ品目かれる内実際この第 2 音1.1では， El1ma 
は Léon の心を大きく，Iî める i変革な{f:fE となっていったのである c
しかし第 3 日lí の Rouen では‘ (Parfois l'ombre des saules la cachait en entier , 






このように， Emma の存在の instabili凶と他の人物から見た Emma と光(聞も問題にな
る訳だが)の関係は， Rodolphe と Léon の場合多少の差はあるものの， Emma の挫折のプ
ロセスと重なり同様のパターンを辿っているといえる。
最後に， Emma の存在を否定しなかった Charles の場合は，当然前者二人と異った様相
を呈する。先にも見たように，結婚当初までCharles の見つめる Emma は，光を反射し，
光を浴び，光の効果による不思議な美しさをたたえる女性として描かれている。実際，
(Son 健 il ， ?lui (Charles) , se perdait dans ces profondeurs (des yeux d'Emma) , 
et il s'y voyait en petit} 聞という描写は，幸福にも自らの全存在がEmma に支配され
ているのだという Charles の意識を反映するものである。しかし結婚後しばらくするとこ
の関係は逆転して， (Charles finissait par s'estimer davantage de ce qu'il poss鬲




さて， Emma の死後の状況を児てみよう。フローベールは. 11寺に人物の意識の中での人
物の死や稀薄化以上に，死そのものを光の消滅や影で暗示することがある。今際のきわで，
Emma の両日の光は消えていくランプの火屋のように弱まり戸更に通夜の場面で、は， {Le 
coin de sa bouche , qui se tenait ouverte , faisait comme un trou noir au bas de 
son visage (..) il semblait ?Charles qlle des masses infinies. qu'un poids 駭orｭ
me pesait Sllr elle} 聞と描かれている。この rUì'f い穴」は， Emma を覆う死初暗示する
ものだ。 Charles にとって Emma は，死という虚無の途方もない重みを全身に受けて身動
きすることのできなくなった死者と映るのである。
しかしその後，結婚式の衣裳を着せられた彼女を前にした時は， (Des moires frisson. 
naient sur la robe de satin , blanche comme ln clair de lune. Emma disparaissait 
dessous; et il lui semblait que. s ・ épandant au dehors d'elle-même , elle se perdait 
confus駑ent dans 1‘ entourage des choses , dans le silence , dans la nuit, dans le 
vent qui passait, dans les senteurs inImides qui montaient〉 1541 とある。この波形模
様のふるえは，蝋燭の光が反射しているものだが，月光のような光がふるえる衣裳の干ーか
ら Emma が蘇り，まるで神のように遍在し，更に， (Puis. tout ? coup , il la (EmmaJ 
voyait dans le jardin de Tostes ‘ sur le banc 、 contre la haie d ・ épines ， ou bien 




と想像してみたり，彼女との思い出を匙らせたりする。そして遂には. {Pour lui plaire. 
comme si elle vivait encore , il adopta ses prédilections , ses id馥s; il s'acheta 
des bottes vernies , il prit l'usage des cravates blanches. (...), il souscrivit 
comme elle des billets ? ordl・ e. Elle le corrompait par del? le tombeau} (56) とい
う事態に及ぶのである。こうして Emma の存在はCharles を完全に支配するに至った訳
である。後に彼女の裏切りを知るや狂人のようになり. Charles の家の中での生活は破綻
していくが，明るい外光の許での彼の死は正にこの Emma の破滅的な呪縛からの開放であ
ったと言える。このように. Charles の場合，特に後半部分では Rodolphe や Léon の時







( 1) Madαme Bovαry ， Garnier , 1971 , p. 33 参jmo 尚，修道院時代の描写:の所で既に
光が登場しているの最初 Emma は修道院の内部の光(蝋燭の光)にうっとりするが，
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( 4) Ib id. , p. 53. 
(5) Ibid. , pp.59-60 参l!明。
(6) Ibid. , pp.65-66 参H明。磨カ、、ラスごしのような光については. ((...) la lumière , 
blanch穰re ? travers eux [les car同aux) ， comme par des verres dépolis , 
quelquefois ne variait pas de la journêe) と表現されている。
( 7) Ibid. , p. 75, p. 87 参 II君。
(8) Ibid.. p. 104. 
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( 9) Ibid. 
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( 12) 品 id. ， p. 118参照。 (Le jour blanch穰re des carreaux s'abaissait doucement 
avec des ondulations. Les meubles (...) semblaient (...) se perdre dans 
l' ombre comme dans un oc饌n t白lébreux. La chemin白 était 騁einte.) 
(13) Ibid. , p. 124, pp. 127-128 参照。
(14) Ibid. , p. 151. 
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(22) Ib id. , p. 273. 
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(:~O) 品 id. ， p. 23 参照。
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(32) 品 id. ， p. 34 参 11官。
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